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15時〜スタートしますので少々お待ちください
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開始のご案内
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本日の流れ

時間 内容

15:00 - 15:05 開会の挨拶

15:05 - 15:10 GovTech Challenge OKAYAMAの流れ

15:10 - 15:25 各担当課より自己紹介＆意気込み

15:25 - 15:30 全体Q&A

15:30 - 16:10 ブレイクアウトルーム　担当課との質疑応答

16:10 - 16:20 クロージング

16:20 - 16:30 各課必要に応じて質疑応答を延長

16:30 終了
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お願い

• 担当課＋提案検討企業が参加し、質疑応答＋ディスカッションする場です。

• 機密情報の取り扱いについては、各社の責任・判断のもとでお話いただくよう

お願いします。

• 全体説明は録画を公開予定ですが、各部屋の録画は公開しません。

• 業務委託（仕様が決まっている発注）ではありませんので、想定する解決策以外

の自由なご提案が可能です。

• 本日が担当課と直接お話できる最後の機会です。

（追加の個別質問は原則お受けできません。）
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ご挨拶
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事業説明

事務局からの
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GovTech Challenge OKAYAMA（GCO）とは？

市職員とスタートアップが協働して
行政課題や社会課題の解決に取り組むことで、

市の課題解決とスタートアップの成長を目指す取り組み
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2026年度の募集テーマ
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プロジェクト実施体制

課題
所管部署

創業支援・
雇用推進課

スタート
アップ

事務局

スタートアップの支援を通じて
岡山経済を活性化したい

自治体×スタートアップ等の協働で
社会課題を解決したい

ビジネスを
伸ばしたい

自身の課題を解決したい

スタートアップと課題所管部署の協働を
創業支援・雇用推進課とUrban Innovation Japanが支援
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全体スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月

11月 12月 1月 2月 3月

6月8日

募集開始

6月25日

オンライン
説明会

7月7日

応募締切

7月中旬

一次審査

7月下旬-8月上旬

最終審査

8月中旬

採択発表

9月上旬

実証実験スタート！

3月下旬

成果報告会
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スタートアップの参加メリット

PR効果

製品・サービスのテスト

本格導入・他自治体への展開
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スタートアップへの期待・お願いしたいこと

課題解決のアイデア・技術

実証実験の企画・運営

成果報告サポート

企業等の技術やノウハウを基にした課題解決アイデアのご提案。

担当課職員と協働で実証実験を進める。特に技術的なサポートを期待。
※事務局も企画・運営をサポート

実証実験成果のデータ集計や考察などの取りまとめをサポートいただく。

１

２

３
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事務局からの3つのサポート

実証補助 最大100万円/課題

実証フィールドの提供

行政職員とUIJ事務局の
プロジェクトサポート
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メディア掲載実績
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メディア掲載実績
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応募方法
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選考プロセス

6月8日～7月7日 7月中旬 7月下旬〜8月上旬

※必要に応じて
事務局ヒアリング 担当部署と企業とで1時間程度

可能な限りデモを確認

各社30分〜1時間程度

WEBから
応募

一次審査

事務局による
書類審査

最終審査

担当部署による
面談
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担当課面談日程案内

課室名 担当課面談日時

危機管理室 7月27日（月）　10:00-17:00

空家対策推進室 7月３０日（木）　10:00-17:00

教育研究研修センター
7月28日（火）　14:00-17:00

8月  5日（水）　14:00-16:00

東区農林水産振興課 7月29日（水）　10:00-17:00

● 各課題の担当課面談の予定日は以下の通りに想定しています。
● もし不都合がある場合は、書類選考通過のご連絡の際にご相談ください。
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お問い合わせ

GovTech Challenge OKAYAMA事務局/ Urban Innovation JAPAN事務局

urban_innovation_japan@communitylink.jp　

詳しい募集要項はホームページをご覧ください。

ご質問は以下の事務局メールアドレスまでご連絡ください。※担当課への直接のお問合せはご遠慮ください。

連絡先

mailto:urban_innovation_japan@communitylink.jp
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こんなスタートアップからの応募を
お待ちしております！

✔ 本気で社会をよくしたいと思っている

✔ 地域・行政関係で新しいビジネスを作ろうとしている

✔ リスクをとって事業拡大を目指している
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担当課により
自己紹介＆意気込み
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沿岸の避難情報伝達をドローンで実現したい

危機管理室
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どうしたら、津波警報等が発表されたとき、職員を危険な海岸へ向かわせることなく
音声情報が届きにくい沿岸の漁業関係者や釣り客へ避難情報を届けられるだろうか？
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空き家でお困りの市民との接点と難解な戸籍業務
——空き家対策2課題への提案を求む

産業振興建築指導課 空家対策推進室課



25

どうしたら、空き家に悩む市民を適切な支援へスムーズにつなぎ、複雑な相続人調査に
かかる時間を短縮して、職員が本来の空き家対策業務に集中できるようになるだろうか？
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“新しいことをやりたい”教員の思いを実現する、
学校×地域資源マッチング実証

教育研究研修センター
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「どうしたら、前年踏襲になりがちな学校現場が、企業等の地域資源との
新しい連携に教育委員会の公認のもと自信を持って踏み出せるだろうか？」
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地域農地の状態変化を早期把握し、
「貸し手」と「借り手」双方をつなぐ仕組みを、

現場から共につくりたい

東区農林水産振興課
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どうしたら、「もう耕作できない」と悩む人と、
農地を探している人が、適切なタイミングでつながるだろうか?
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全体Q&A
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本事業について
気になることがあれば

ご質問ください

マイクオンにして話していただくか、チャットでもOK！
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よくある質問

Q. 実証支援金を超える費用がかかった場合は請求できますか？

A. 今年度の実証にかかる費用でお支払いできるのは、課題1件あたり100万円（税込み）上限となっています。超過す
る部分については、ご負担をお願いします。

Q. 提案前にもう一度担当部署と話したいのですが。

A.提案前に個別に担当部署と面談することはできません。今日の時間内にぜひご確認ください。
審査の中で担当課と面談の機会がございますので、その際に詳細なすり合わせが可能ですので、まずはご提案いただ
けますと幸いです。また、最終審査前に提案書の更新も可能です。
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ディスカッション

担当課との
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■入室方法
面下部のブレイクアウトルームボタンを押し、部屋を選択して、入室してください。

スマホの方は、画面左上のボタンから入室してください。

参加方法



ブレイクアウトルームは40分で実施します。途中移動していただいてもOKです。

【お願い】
• 競合する企業同士かもしれませんが、ぜひ顔出しでお願いします。

• 課題解決に向けた前向きな議論をお願いします。

• 他の参加者や担当課への迷惑行為が認められた場合には、事務局判断で退室いただ
く場合があります。

• ご提案、売り込みはぜひ応募フォームにぶつけてください！

35

参加にあたってのお願い
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ブレイクアウトルームにて

担当課とのディスカッション
開催中です

関心のあるルームにご参加ください
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最後に
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お問い合わせ

GovTech Challenge OKAYAMA事務局/ Urban Innovation JAPAN事務局

urban_innovation_japan@communitylink.jp　

● 担当部署への個別のご連絡はご遠慮ください。
● どうしても確認したい点がございましたら、以下の事務局メールアドレ

スまでご連絡ください。

連絡先

mailto:urban_innovation_japan@communitylink.jp
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アンケートのお願い

本日の感想など、ぜひ聞かせてください。
以下のアンケートへ回答いただくと、本日使用した資料のダ
ウンロードが可能です。
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皆さまのご応募を
お待ちしております！


